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村山市の学校統合に関する“初めての”ニュースレターをお届けします。

この広報誌は、令和１０年から１１年にかけて行われる「学校統合」に関する最新情報を、
市民の皆様向けにお伝えするために発行するものです。
お届けする内容は「統合準備」に関すること全般ですので、タイトルは「むらやま統合タ
イムズ」としました。 できるだけ“タイムリーに”、しかも、なるべくわかりやすくお伝
えしたいと思います。ぜひ、知りたい情報について、ご要望などをお寄せください。

編集・発行
村山市教育委員会
学校統合推進室

《義務教育学校は９年制》
市の西部の小学校４校は、葉山中学校と一

緒になり、小学校（６年間）と中学校（３年
間）が、一つの学校になった９年制の「義務
教育学校」として発足します。

令和１０年４月の開校に向け、諸手続きを
進めるため、「学校の名称」（校名）を早め
に決める必要があることから、令和６年度内
に校名の公募・投票等の手続きを経て、校名
は、「葉山学園」に決定しました。

（図1）
現在の葉山中学校

～西部地区の小学校４校の統合
校は、葉山中学校と一緒になり、
この校舎に９年制の「義務教育
学校」として整備される～
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統成人語

【西部地区は、市で初の「義務教育学校」】

～名称が「葉山学園」に決まる～
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学校統合だより
村山市では、令和10年度から11年度にかけて、
市内の小学校が東西2校に統合することが決まっ
ています。現在、統合が順調に進むように、市民
の代表からなる「統合準備委員会」を設置し開校
準備にあたっています。市の東側（楯岡中学校学
区）では、楯岡・西郷・袖崎の3つの小学校が1校
に統合し、令和11年4月に開校。一方、西側（葉
山中学校学区）では、大久保・冨本・戸沢・富並

の4つの小学校と葉山中の計5校が1校に統合し、
東側より1年早い、令和10年4月に、9年制の「義
務教育学校」 ※1 として開校する予定です。

東西それぞれで、 約20人前後のメンバーから
なる「統合準備委員会」を設置し、開校までの準
備を進めており、このほど、今年度第1回目の統
合準備委員会が開催されました。その模様をお知
らせします。

令和7年度・第1回準備委員会
（5月28日開催）

令和7年度・第1回準備委員会
（6月10日開催）

令和10年4月に9年生制の
「義務教育学校」として開校

令和11年4月に、小中連携型の
統合小学校として楯岡小学校に
開校（校名等は今後検討予定）

◆東部準備委員会

〇本年度から組織化され、第1回目の委員会で
は、鈴木悟氏（楯岡元気なまちづくり協議会会
長）が委員長に選出され、今後の進め方などが
協議されました。4年後の開校に向け、20名の
委員で、5つの専門部会に分かれ、必要な準備
を進めていきます。

◆西部準備委員会

〇昨年度から組織化されており、今年度第1回
目の委員会（委員長：青柳孝雄 戸沢まちづ
くり協議会会長）では、昨年度の報告や今年
度の進め方について、16名の委員で協議され
ました。3年後の開校に向け、これまでに決
まったことは、以下の通りです。

№ 検討項目 決まった内容

1 統合学校名称 「葉山学園」とする

2 義務教育学校
の学年割

小中計9年間の区切りを
4年間・3年間・2年間と
する

3 コミュニティ
・スクール※2

令和8年度「コミュニ
ティスクール」に移行

4 校舎改修設計 葉山中校舎の不足する
教室を「改修」の方法
で整備する

西部（葉山中学校区） 東部（楯岡中学校区）

専門部会名 検討内容

1 総務部会 学校名・校章・校歌・広
報・情報発信・予算等

2 教育課程部会 カリキュラム・児童生
徒・交流学習・特色等

3 学校運営部会 基本的運営（給食等）・
通学方法・学童保育等

4 地域連携部会 育成会・閉校開校式典・
現校舎敷地の利活用等

5 校舎整備部会 必要な教室の整備・学校
図書・備品等

▲葉山

▲甑岳

最
上
川

東部：令和11年/小学校統合
西部：令和10年/小中学校統合【 】

※1の「義務教育学校」、
※２の「コミュニティ・
スクール」などの詳細に
ついては、右のQRコー
ドをご覧ください。

西部 東部

■この面の情報は、市報「むらやま市民の友」（令和7年7月1日号）に掲載しました。
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